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１．はじめに 

日本海側沿岸の橋梁では冬季の季節風に伴う飛来塩分の影響のため，塩害による劣化が深刻であり，著しい鉄筋

腐食，及びこれに伴うひび割れ，浮き，はくりなどの劣化事例が多数報告されている．筆者らも同様な塩害環境下

にあって補修と劣化を繰り返すＰＣ箱桁橋（写真１）を対象として，これまでの経緯，実態を報告している 1)．

同橋梁を対象として平成 30年に鉄筋腐食状況，ひび割れ発生状況，塩化物イオン濃度の調査を行ったので，以下

に結果を報告する．

２．対象橋梁の概要 

対象橋梁は，昭和 47年に供用した上下線を有する，橋長約 547mのＰＣ８径間連続有ヒンジラーメン箱桁橋であ

る（写真１）．河口部に位置し，海洋からの飛来塩分を直接受ける過酷な塩害環境下にある．また，建設当時は海岸

から 30m程度に位置していたが，海岸浸食により，現在は汀線付近にあり，塩害環境が悪化している．

３．過去の塩害補修 

これまでの塩害補修の経緯を図１に示す．本橋は供用後 8 年程度で塩害による劣化が発生し，昭和 58 年～昭和

60年に第 1次塩害補修（部分的な断面修復工，表面被覆工）を行ったが，数年後に再劣化が確認されたため，平成

6年～平成 9年に第 2次塩害補修（全断面修復工（防錆剤混入），表面被覆工）を行っている．しかしながら再び劣

化が確認され，現在は写真２に示すような著しい劣化状況が確認されている．

４．調査項目 

調査の主な着目点は以下のとおりで

ある．

 鉄筋腐食状況

 ひび割れ発生状況

 塩化物イオン濃度

５．調査結果 

（１）鉄筋腐食度

ひび割れ位置における鉄筋腐食度の調査結果を

表１に示す．鉄筋腐食度Ⅳ2)は“断面欠損を生じてい

る”状態（写真３）であるが，この状態におけるひ

び割れ幅は 0.4mm～0.9mmの範囲（No.10は特異値

とみなす）にあり，平均値では 0.6mm程度のひび割

れ幅となる．すなわち，0.6mm程度以上のひび割れ

位置では断面欠損を生じるような鉄筋腐食となっ
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図１ 過去の塩害補修と経緯
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ている可能性が高いと考えられる．

（２）ひび割れ状況

図２に 0.6mm以上のひび割れ発生状況（高解像度カメラによる）を示す．図は上り線 P1～P4区間であるが，他

の箇所においても発生状況に大きな差はない．図より鉄筋の断面欠損を生じるようなひび割れ幅が，橋梁全体で広

範に分布していることが分かる．

（３）塩化物イオン濃度

橋梁の健全部 14 カ所，劣化部（ひび割れ箇所）17 カ所においてコア採

取を行い，鉄筋位置における塩化物イオン濃度の計測を行った結果の分布

を図３に示す．従来鋼材腐食限界濃度の目安とされている 1.2kg/m3に対す

る超過は多く，ひび割れの無い健全部においても半数近いデータがこれを

超えている．また，EPMA分析結果（図４，図中上方が表面）より，ひび

割れ位置では内部への急激な塩分浸透が確認された．さらに，図５に示す

通り，かぶりの大きい PC 鋼材位置においても 1.2kg/m3を超えるような的

高い塩化物イオン濃度が確認された．

６．まとめ 

 対象橋梁において，0.6mm程度以上のひび割れの場合には断面欠損

を生じるような鉄筋腐食が生じており，また 0.6mm以上のひび割れ

幅は橋梁全体に広く多数に分布しているため，鉄筋腐食を伴う劣化

は深刻な状況であると考えられる．

 塩化物イオン濃度は高く，ひび割れ位置ではさらに劣化進行リスク

が高い．また，PC鋼材位置における結果から，PCグラウトへの塩

分浸透および PC鋼材の腐食が懸念される．

図２ 0.6mm以上のひび割れ発生状況（上り線 P1～P4）

表１ 鉄筋腐食位置のひび割れ幅

写真３ 鉄筋腐食度Ⅳ2)の例

No
鉄筋

腐食度
2)

ひび割れ幅

(mm)

1 III 0.5

2 III 0.3
3 III 0.1

4 IV 0.8
5 II 0.3

6 IV 0.9
7 III 0.2

8 II 0.1

9 II 0.15
10 IV 1.9

11 IV 0.5
12 IV 0.5

13 IV 0.4
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図３ 健全部，劣化部における塩化物イオン濃度調査結果

図３ 健全部，劣化部の鉄筋位置における

塩化物イオン濃度分布

図４ ひび割れ部の

塩化物イオン濃度分析

図５ ＰＣ鋼材位置における

塩化物イオン濃度分布
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